
∵
 
 

諒
の
礪
拳
ケ
イ
ン
ズ
の
貨
幣
論
（
完
三
〇
年
刊
）
が
世
に
間
は
れ
て
間
も
な
き
頃
、
畏
友
鬼
頭
仁
三
郎
君
は
之
が
瑚
繹
に
着
 
 

手
せ
ら
れ
た
様
に
風
聞
し
た
。
そ
の
後
義
教
ケ
月
は
吾
等
が
待
望
の
月
日
で
あ
つ
た
。
然
る
に
本
年
七
月
初
め
て
、
余
は
該
覇
葦
 
 

書
の
第
】
分
ぬ
の
寄
贈
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
自
分
は
此
の
名
著
が
篤
輿
鬼
戟
君
に
よ
つ
て
、
吾
等
の
日
に
親
L
き
文
字
に
移
 
 

さ
れ
、
以
て
吾
等
が
労
苦
少
く
し
て
そ
の
原
著
の
大
思
想
に
解
れ
得
る
械
愈
を
輿
へ
ら
れ
た
こ
と
に
党
づ
以
て
感
謝
し
な
け
れ
ぼ
な
 
 

ら
な
い
。
 
 
 

今
或
・
に
問
題
と
し
て
ゐ
る
ケ
イ
ン
ズ
貨
幣
論
の
原
著
は
J
・
声
K
e
y
コ
e
S
…
コ
↑
「
2
a
t
叫
s
e
O
コ
ヨ
○
コ
e
y
－
N
く
○
ざ
】
望
L
O
コ
賢
．
に
 
 

し
て
、
そ
の
第
叫
巻
は
T
h
2
P
u
r
2
T
h
e
O
－
y
O
f
三
〇
コ
2
y
と
適
さ
れ
、
第
二
巻
は
↑
ト
2
晋
p
－
i
2
J
－
ト
当
y
O
－
3
0
コ
e
y
と
超
さ
れ
て
 
 

ゐ
る
。
そ
し
て
第
姦
は
本
文
＝
垂
二
頁
、
第
二
懇
は
本
文
四
〇
八
頁
の
大
著
で
あ
る
○
第
「
、
第
二
丙
巻
を
通
じ
て
編
を
分
つ
こ
 
 

と
七
、
茸
を
分
つ
こ
と
三
十
八
、
偽
そ
れ
誓
六
貫
に
亘
る
索
引
が
第
二
懇
々
末
に
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
み
そ
の
各
編
各
章
の
表
層
 
 

を
示
せ
ぼ
次
の
如
く
で
あ
る
。
 
 
 

第
七
巻
第
四
渋
 
 

鬼
頭
成
澤
「
ケ
イ
ン
ズ
貨
幣
論
」
な
讃
む
 
 

宕
 
 

井
 
 

（
三
三
八
）
 
七
二
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第  第第  
第第節＿．貸賃第  第

 
九
 
革
 
 
 

第
 
十
 
草
 
 
 

菟
十
 
仙
 
単
 
 
 

発
十
こ
尊
 
 
 

第
十
三
翠
 
 
 

第
十
四
革
 
 

第
 
四
 
編
 
 
 

第
十
五
草
 
 
 

第
十
六
強
 
 
 

第
十
七
草
 
 
 

第
十
八
草
 
 
 

第
十
九
革
 
 

第  

第
 
 

第
 
 

三
 
編
 
 

入七六五四編三ニー・ 
編巷  鬼

頭
氏
麺
「
ケ
イ
ン
ズ
貨
幣
論
」
を
改
む
 
 

草革草草革  革帯革  

豊  貨
幣
の
純
粋
理
論
 
 

貨
幣
 
の
 
性
質
 
 

貨
幣
の
基
本
方
程
式
 
 
 

若
干
 
の
 
定
義
 
 
 

党
幣
の
付
値
に
擁
す
る
基
本
方
程
式
 
 
 

均
衡
 
の
 
條
件
 
 
 

貯
蓄
と
疫
安
と
の
間
の
区
別
 
 
 

銀
行
利
率
の
「
作
用
様
態
」
 
 
 

偶
格
水
準
の
動
態
 
●
 
 
 

基
本
方
程
式
の
交
代
的
語
形
式
 
 

産
米
的
流
泡
と
金
融
的
流
通
、
 
 
 

党
伴
的
購
買
力
不
均
衡
の
原
因
に
親
す
る
分
類
 
 
 

濃
酵
的
潤
子
に
因
る
攣
北
 
 
 

投
資
の
因
子
に
因
る
欒
北
 
 
 

信
用
循
環
の
若
干
の
聴
殊
相
 
 
 

貨
幣
 
の
 
 

銀
 
行
 
党
 
略
 
 

銀
行
貨
幣
の
分
数
 
 

倦
わ
慣
値
 
 

貨
俸
の
購
買
力
 
 

寛
二
次
的
惜
格
水
準
の
稜
数
牲
 
 

通
 
貨
 
標
 
準
 
 

譜
偶
柏
水
準
の
拭
散
 
 

購
民
力
比
較
の
理
論
 
 

分  

第
こ
十
革
 
 
 

第
二
十
仙
草
 
 

第
二
容
 
 

葦
 
五
 
編
 
 
 

第
二
十
こ
単
 
 
 

発
二
十
三
軍
 
 
 

弟
二
十
四
革
 
 
 

第
二
十
五
草
 
 
 

第
二
十
六
革
 
 

節
 
六
 
編
 
 
 

第
二
十
七
草
 
 
 

第
二
十
八
草
 
 
 

菟
二
十
九
革
 
 
 

第
三
十
単
 
 

発
 
七
 
編
 
 
 

第
三
十
〓
軍
 
 
 

籍
三
十
二
草
 
 
 

第
三
十
三
草
 
 
 

第
三
十
四
革
 
 

第
三
十
五
革
 
 

菊
三
十
六
単
 
 

発
≡
十
七
草
 
 

弟
三
十
八
草
 
 
 

信
用
循
窮
の
純
粋
租
論
上
の
演
習
 
 
 

飼
際
的
不
均
衡
忙
因
る
奨
北
 
 

貨
幣
の
應
用
理
論
 
 

貨
幣
的
諸
因
予
と
そ
の
攣
動
 
 
 

貨
解
の
應
用
理
論
 
 
 

貯
啓
預
金
の
現
金
預
金
に
封
す
る
割
合
 
 
 

流
 
通
 
過
 
度
 
 
 

銀
行
豊
幣
の
準
備
幾
筋
に
封
す
る
比
率
 
 
 

取
引
の
活
動
性
 
 

投
棄
率
と
そ
の
攣
動
 
 
 

投
棄
率
の
欒
動
－
て
固
定
資
本
 
 
 

投
資
率
の
変
動
－
二
、
経
皆
栗
本
 
 
 

投
資
率
の
欒
動
⊥
ニ
、
流
動
資
本
 
 
 

歴
史
的
例
詮
 
 

庶
衛
 
の
 
統
制
 
 
 

貨
幣
統
制
の
間
毯
 
 

隣
艮
的
統
制
の
方
法
T
∵
二
 
 

国
民
的
統
制
の
方
法
Ⅰ
二
、
 
 

国
民
的
統
制
の
間
漁
T
⊥
、
 
 

国
民
的
統
制
の
問
題
－
こ
、
 
 

国
民
的
統
制
の
問
題
－
三
、
 
 

国
民
的
統
制
の
間
毯
1
三
、
 
 

超
国
民
的
統
制
の
問
題
 
 

（
三
ニ
T
几
）
 
七
三
 
 組

合
銀
行
の
管
理
 
 

中
央
準
備
の
調
節
 
 

中
央
銀
行
相
互
間
の
 
 

禍
係
 
 

金
本
位
 
 

国
民
的
自
生
の
問
題
 
 

投
資
率
の
管
現
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第
七
聡
 
第
四
威
 
 

（
三
四
〇
）
 
七
囲
 
 

全
二
懇
左
通
じ
て
上
記
の
如
き
問
題
が
突
入
つ
て
論
究
さ
れ
て
ゐ
る
原
著
は
、
そ
の
著
者
の
序
文
に
於
て
云
へ
る
が
如
く
、
数
年
 
 

の
日
子
を
資
し
て
出
来
上
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
間
に
於
け
る
思
想
的
牽
展
の
蔑
め
に
首
尾
必
ず
し
も
哀
し
て
ゐ
な
い
鮎
が
あ
 
 

る
が
、
併
し
そ
れ
丈
け
著
者
の
思
想
的
螢
展
の
経
過
が
窺
は
れ
る
。
併
し
又
著
者
が
脱
ぎ
棄
て
た
幾
枚
も
の
皮
が
倫
ほ
此
等
の
貢
を
 
 

乱
雑
な
ら
し
め
て
ゐ
る
（
邦
諜
前
附
＝
毛
1
八
貫
参
照
）
。
何
次
に
は
本
釆
な
ら
ば
天
ま
串
猫
に
専
門
的
論
文
と
な
り
得
た
若
干
の
議
 
 

論
竺
部
の
本
に
纏
め
や
う
と
し
た
1
め
に
時
々
複
雑
多
義
に
覚
り
過
ぎ
た
瓢
が
あ
る
（
上
拐
の
箇
所
三
八
質
感
鹿
）
。
叉
著
者
が
一
 
 

面
に
於
て
（
代
表
貨
幣
な
ど
に
就
て
）
前
人
未
躇
の
現
地
を
拓
か
ん
と
せ
る
馬
め
、
そ
の
鮎
に
於
て
前
例
を
求
め
得
す
猫
自
の
エ
夫
 
 

に
依
っ
て
書
き
規
は
さ
れ
て
ゐ
る
（
上
掲
の
筒
朗
二
元
買
参
照
）
。
 
 

著
者
自
ら
が
認
め
る
之
等
の
理
由
と
、
更
に
私
見
に
よ
れ
ぼ
、
表
的
鱒
解
を
現
す
る
た
め
に
は
今
少
し
く
詳
述
さ
る
ペ
く
し
て
 
 

さ
れ
な
か
っ
た
鮎
な
ど
の
蔑
め
に
原
著
は
、
吾
三
介
の
書
生
に
と
つ
て
読
破
に
困
雑
を
覚
え
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
併
し
岩
L
昏
 
 

々
が
原
著
正
つ
き
熟
読
玩
味
す
れ
ば
、
旨
々
句
々
倍
珠
玉
の
北
郷
を
敬
す
る
も
の
が
あ
る
。
斯
く
の
如
き
光
彩
あ
る
文
字
が
今
営
々
 
 

の
親
し
み
あ
る
邦
語
に
移
さ
れ
、
以
て
吾
等
が
吾
等
の
言
葉
に
よ
り
そ
の
大
思
想
に
接
し
得
る
様
に
な
れ
る
は
藍
に
鬼
頭
君
の
犠
牲
 
 

的
努
力
の
賜
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 
 

〓
 
 
 

さ
て
今
回
刊
行
さ
れ
た
る
爾
鐸
書
第
一
分
肝
は
上
摘
日
次
申
の
節
叫
編
並
に
第
二
編
に
相
質
す
る
部
分
を
包
含
す
る
も
の
に
し
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て
そ
抄
本
文
の
外
に
高
垣
博
士
の
序
文
、
原
著
者
の
原
著
に
封
す
る
序
文
と
、
特
に
寄
せ
ら
れ
る
日
永
版
へ
の
序
文
、
並
に
諸
藩
の
 
 

筆
に
成
れ
る
原
著
者
の
小
樽
と
文
献
、
更
に
本
文
に
劃
す
る
原
著
以
上
に
詳
細
な
る
索
引
等
が
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
か
も
行
文
明
 
 

許
に
し
て
正
確
、
筆
者
の
茸
地
封
照
し
た
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
は
、
原
文
の
意
を
誤
り
俸
へ
ら
れ
た
る
と
こ
ろ
の
如
き
殆
ん
ど
見
昏
 
 

ら
な
い
。
誠
に
近
衆
の
好
繹
書
と
い
は
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
高
畠
博
士
が
そ
の
序
文
に
於
て
「
鬼
頭
君
の
適
材
に
倍
概
し
て
奨
む
る
に
本
 
 

書
の
完
全
な
る
模
範
繹
を
作
り
、
之
を
我
が
読
書
界
に
迭
る
」
云
々
（
前
附
掴
頁
）
と
い
は
れ
る
の
は
誠
に
偽
は
ら
ざ
る
の
言
で
あ
 
 

る
○
 
 
 

併
し
か
く
の
如
き
完
繹
、
模
範
詳
の
成
る
は
到
底
叫
朝
に
し
て
望
み
待
な
い
。
即
ち
之
が
馬
め
に
は
陰
に
陽
に
多
大
の
努
力
が
排
 
 

は
れ
て
ゐ
る
。
 
 
 

筆
者
の
聞
承
し
、
且
つ
序
文
に
於
て
書
か
れ
た
る
と
こ
ろ
よ
り
併
せ
考
ふ
る
虹
、
之
が
卜
梓
迄
に
次
の
如
き
努
力
が
積
み
窯
ね
ら
 
 

れ
て
ゐ
る
。
 
 
 

即
ち
兜
づ
苦
闘
貨
幣
論
・
銀
行
論
の
構
成
高
塩
寅
次
郎
博
士
が
東
京
商
科
大
軍
国
書
館
の
二
軍
に
於
て
常
に
寄
み
な
き
示
唆
を
輿
 
 

へ
ら
れ
た
も
の
上
磯
信
す
る
。
更
に
博
士
は
自
ら
、
ケ
イ
ン
ズ
の
貨
幣
群
論
に
つ
き
多
大
の
興
味
を
有
せ
ら
れ
る
が
故
に
特
に
阿
樽
 
 

士
指
導
の
プ
ロ
ゼ
、
、
、
ナ
ル
に
於
て
ケ
イ
ン
ズ
貨
簡
論
の
講
読
、
即
ち
そ
の
解
明
と
批
判
と
に
努
力
せ
ら
れ
た
、
そ
の
備
に
わ
が
洋
書
 
 

鬼
頭
君
の
姿
は
常
に
見
ら
れ
た
で
あ
ら
う
。
更
に
澤
者
の
身
汐
に
は
東
京
商
科
大
革
の
教
授
、
叉
同
窓
の
先
輩
、
革
友
が
数
多
く
あ
 
 

る
。
殊
に
吾
々
等
が
不
足
を
感
す
る
数
畢
的
統
計
的
知
識
の
芳
田
に
於
て
、
諸
君
は
教
理
控
臍
単
に
造
詣
痍
き
中
山
助
教
授
と
談
笑
 
 

亀
頭
氏
繹
「
ケ
イ
ン
ズ
貨
簡
論
」
を
読
む
 
 

（
三
四
こ
 
七
五
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第
七
巻
 
発
四
兢
 
 

（
三
四
二
）
・
七
六
 
 

の
中
に
問
題
の
ポ
イ
ン
ト
を
乱
す
る
こ
と
を
得
る
地
位
に
置
か
れ
て
も
ゐ
る
。
叉
吾
等
が
と
も
す
れ
ば
理
解
に
困
難
を
感
す
る
原
文
 
 

の
l
エ
ア
ン
ス
な
ど
に
つ
い
て
は
商
大
開
係
の
外
人
教
師
に
よ
り
之
を
確
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
鬼
頭
君
の
施
す
魔
の
背
後
陀
 
 

は
文
字
通
り
萬
巻
の
書
を
叙
す
る
商
大
国
書
館
の
撃
塵
が
あ
る
。
斯
く
の
如
く
意
ま
れ
た
る
環
境
の
円
に
あ
つ
て
、
吾
が
鬼
頭
君
は
 
 

そ
の
環
境
を
庇
も
長
く
利
用
し
、
原
書
を
通
読
し
、
疎
讃
し
、
精
詳
し
、
推
敲
し
今
日
吾
等
が
日
に
爛
れ
る
如
き
形
の
も
の
と
さ
れ
 
 

た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
如
何
に
用
意
周
到
な
る
、
そ
の
如
何
に
精
励
刻
苦
せ
る
、
共
に
鷲
喫
す
べ
き
で
あ
る
。
か
く
し
て
吾
人
は
該
書
の
完
繹
た
る
 
 

故
な
き
に
非
ざ
る
を
知
る
の
で
あ
る
。
 
 

三
 
 

次
に
吾
人
峰
澤
害
第
∴
分
漁
に
盛
ら
れ
た
る
部
分
た
於
け
る
ケ
イ
ン
ズ
の
所
詮
に
つ
き
仙
瞥
を
輿
へ
よ
う
と
思
ふ
。
 
 
 

従
来
貨
幣
論
に
於
て
寛
在
的
貨
幣
（
ヨ
。
コ
コ
註
r
e
e
l
吾
と
概
念
的
貨
幣
（
ヨ
○
コ
コ
a
蒜
己
e
a
ニ
e
）
さ
の
区
別
が
認
め
ら
れ
、
之
が
色
 
 

や
の
名
稲
に
て
呼
び
な
さ
れ
た
。
叉
爾
者
の
開
係
に
つ
き
種
々
の
論
議
の
な
さ
れ
た
る
こ
と
は
、
背
鰭
論
む
少
し
ぐ
研
究
す
る
者
の
 
 

容
易
に
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
く
争
S
O
ヨ
ヨ
e
r
一
戸
こ
D
崇
G
e
E
u
コ
d
E
r
s
c
h
e
i
コ
亡
コ
乳
曾
ヨ
e
コ
d
e
r
 
W
e
r
百
コ
h
e
i
t
－
・
二
コ
J
a
雷
b
芳
h
e
r
 
 

f
苧
N
計
。
コ
a
一
計
。
コ
。
ヨ
訂
u
コ
d
S
t
a
t
i
s
t
i
k
・
】
u
〇
・
B
d
・
芯
N
中
郷
稿
 
慣
価
単
位
の
研
究
 
賄
工
控
臍
研
究
 
四
ノ
三
、
四
、
五
）
産
衣
 
 

的
貨
幣
は
或
は
単
に
貨
幣
と
呼
ぼ
れ
、
支
彿
貸
簡
（
N
a
h
T
亀
d
）
と
呼
ば
れ
、
具
牒
的
賃
簡
・
支
彿
手
段
と
も
い
は
れ
る
。
之
に
反
し
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親
念
的
貸
簡
に
は
、
慣
倍
単
位
・
勘
定
栗
僚
（
苫
○
コ
e
y
O
ご
n
c
O
u
コ
t
）
計
数
貨
幣
（
Z
詳
丁
乳
e
、
抽
象
的
貨
幣
等
の
名
稲
が
輿
へ
ら
れ
 
 

て
ゐ
る
ゝ
。
こ
の
開
署
の
踊
係
は
論
者
に
よ
り
必
ず
も
ー
致
し
な
い
が
今
立
に
は
論
じ
な
い
。
ロ
ヘ
鼓
に
従
来
バ
ン
コ
貨
幣
（
E
a
コ
訂
・
笥
－
d
）
 
 
 

が
主
に
計
算
貨
幣
の
中
に
数
へ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
注
意
し
て
退
き
た
い
。
 
 
 

さ
て
ケ
イ
ン
ズ
は
開
巻
第
仙
に
、
貨
幣
の
分
類
を
な
し
、
勘
定
貸
魔
女
以
て
貸
簡
理
論
の
本
源
的
な
概
念
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
 
 
 

こ
の
勘
定
貨
幣
は
卑
見
を
以
て
す
れ
ば
、
濁
逸
の
畢
者
が
好
ん
で
用
ひ
る
偶
借
罫
位
と
同
意
義
の
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
ケ
イ
ン
ズ
 
 

ヽ
ヽ
 

ヽ
ヽ
 

は
こ
の
勘
定
貨
簡
を
以
て
記
述
（
d
e
s
〔
「
i
p
t
訂
コ
）
又
は
稲
披
（
t
i
t
耳
）
で
あ
る
と
な
し
、
貨
幣
は
そ
の
記
述
に
應
す
る
物
で
あ
る
と
な
 
 

す
。
そ
し
て
閑
寂
が
先
づ
契
約
上
の
名
柄
又
は
記
述
に
一
致
す
る
物
の
支
梯
を
強
制
す
る
法
の
構
成
と
し
て
現
は
れ
、
更
に
勘
定
貨
 
 

幣
止
封
し
て
貸
鰭
と
し
て
如
何
な
る
物
が
應
答
す
べ
き
か
を
茎
一
日
す
る
樺
利
を
要
求
し
た
と
き
ク
ナ
ツ
プ
の
衣
券
主
義
が
成
就
さ
れ
 
 

る
一
（
癖
文
コ
丁
常
貢
）
。
玄
を
以
て
見
る
に
ケ
イ
ン
ズ
は
灸
張
表
券
主
義
論
者
の
叫
人
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
ケ
イ
ン
ズ
は
銀
行
貨
幣
の
概
念
を
取
り
入
れ
て
ゐ
る
が
之
は
申
せ
紀
の
バ
ン
コ
貨
幣
と
は
そ
の
昔
昧
を
異
に
し
、
彼
に
於
い
 
 

て
は
「
債
務
の
承
認
」
で
あ
る
。
碕
群
書
す
れ
ば
T
銀
行
貨
幣
は
単
に
勘
定
貨
幣
で
表
現
さ
れ
た
私
的
偵
務
の
承
認
に
過
ぎ
な
い
も
 
 

の
で
あ
つ
て
、
虎
れ
は
本
来
の
貨
幣
と
交
替
的
に
取
引
を
決
済
す
る
た
め
に
、
一
人
の
辛
か
ら
他
へ
と
流
通
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
つ
 
 

て
利
用
さ
れ
る
」
も
の
で
あ
る
（
六
頁
）
。
か
く
銀
行
償
簡
は
本
来
私
的
債
務
の
承
認
で
あ
つ
て
、
本
来
の
貨
幣
（
m
O
コ
e
y
・
P
r
O
署
r
）
た
 
 

る
国
家
貨
幣
と
相
並
ん
で
存
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
国
家
が
、
そ
の
悉
警
義
的
大
株
を
利
用
し
て
、
偵
務
そ
れ
自
ら
が
茸
任
の
被
 
 

受
容
的
解
除
〔
a
c
n
e
p
訂
b
－
e
d
許
h
a
r
g
e
O
〓
i
a
b
≡
【
y
）
で
あ
る
と
宣
言
す
る
と
。
こ
の
銀
行
貨
幣
は
本
来
の
貸
簡
の
一
粒
と
な
る
。
か
 
 

ヽ  

鬼
頭
氏
謬
「
ケ
イ
ン
ズ
袋
解
論
」
を
親
む
 
 

（
三
四
三
）
 
七
七
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第
七
巻
 
第
四
渋
 
 

（
三
四
四
）
 
七
八
 
 

く
本
来
の
貨
幣
に
非
ず
し
て
、
本
来
の
貸
鞄
と
認
め
む
れ
た
も
の
を
代
表
貨
幣
（
R
e
p
r
e
s
e
⊃
整
く
e
ヨ
○
コ
e
y
）
と
い
ふ
。
従
っ
て
今
日
 
 

因
家
貨
幣
と
い
ふ
も
の
ゝ
内
に
は
本
来
の
貨
幣
と
代
表
的
貨
幣
と
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 

∴
兇
鱒
闊
家
貨
鰭
の
と
針
得
る
形
態
は
三
あ
る
、
貨
物
貨
幣
t
名
日
貨
幣
・
統
制
貨
幣
が
そ
れ
で
あ
る
。
之
と
銀
行
貨
幣
と
合
せ
て
 
 

四
つ
が
吾
々
に
撃
亡
れ
た
交
換
婁
具
の
糀
類
で
あ
る
（
八
～
叫
○
貫
）
。
 
 
 

固
豪
貨
幣
と
銀
行
貨
幣
と
双
方
の
合
計
は
流
通
貨
幣
（
C
u
r
－
e
コ
什
ヨ
。
コ
e
y
）
と
呼
ぼ
れ
る
、
之
は
結
局
公
衆
の
手
に
あ
る
凡
て
の
繍
 
 

類
の
貨
幣
の
重
恩
に
し
て
、
叉
貨
幣
理
論
に
於
け
る
基
本
的
諸
要
素
の
“
つ
で
あ
る
（
一
二
貝
）
。
 
 
 

ケ
イ
ン
ズ
は
斯
く
の
如
く
貸
簡
を
分
類
す
る
が
、
併
し
今
日
濫
於
て
閑
寂
貨
幣
よ
り
も
銀
行
貨
幣
の
方
が
俊
位
を
占
め
て
ゐ
る
（
四
 
 

一
頁
）
、
そ
し
て
英
・
米
の
如
き
囲
に
於
て
は
銀
行
貨
幣
は
流
通
貨
幣
の
絶
慣
の
恐
ら
く
十
分
の
九
を
構
成
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
｛
三
 
 

九
貫
）
。
「
従
っ
て
固
家
賃
幣
を
典
型
的
な
も
の
と
し
て
取
扱
ひ
銀
行
貨
幣
を
女
の
錯
離
せ
る
も
の
と
し
て
紹
介
す
る
よ
り
は
、
銀
行
 
 

貨
幣
を
典
型
的
な
も
の
と
し
他
の
種
類
の
通
貨
の
使
用
を
第
二
次
的
の
も
の
と
し
て
痕
扱
ふ
方
が
造
か
に
混
乱
を
悲
起
す
る
こ
と
が
 
 

少
な
い
で
あ
ら
う
」
（
凶
〓
貝
）
と
い
ふ
態
度
を
と
つ
て
ゐ
る
。
叉
茸
際
に
於
て
ケ
イ
ン
ズ
は
銀
行
貨
幣
の
研
究
に
第
二
茸
第
三
寛
の
 
 

全
部
を
饗
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
 
 

銀
行
貸
幣
は
嶺
金
者
の
立
婁
か
ら
分
析
し
て
所
得
現
金
・
営
業
預
金
・
貯
蓄
預
金
と
な
さ
れ
る
。
 
 

所
得
預
金
は
「
個
々
人
が
自
己
の
所
得
か
ら
補
充
し
、
彼
等
の
個
人
的
支
出
及
び
彼
等
の
個
人
的
貯
蓄
に
應
答
す
る
た
め
に
周
ふ
 
 

る
、
此
の
程
の
預
金
」
（
闇
ニ
‥
頁
）
を
い
ふ
。
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



常
葉
預
金
は
商
人
・
製
造
家
叉
投
檀
家
な
ど
が
常
柴
の
た
め
に
保
有
す
る
預
金
を
い
ふ
。
 
 
 

所
得
預
金
と
営
業
預
金
と
が
合
し
て
現
金
預
金
と
呼
ぼ
る
べ
き
も
の
を
構
成
す
る
。
 
 
 

銀
行
預
金
に
し
て
、
支
彿
を
す
る
た
め
に
で
は
な
く
、
貯
蓄
を
利
用
す
る
三
の
方
法
と
し
て
、
即
ち
投
資
と
し
て
保
有
さ
れ
た
 
 

も
の
を
貯
蓄
預
金
と
い
ふ
（
四
二
－
四
天
質
）
。
 
 
 

ケ
イ
ン
ズ
が
か
く
預
金
を
分
類
す
る
の
は
、
濁
逸
の
蓼
者
に
往
々
見
る
が
如
く
、
分
類
の
蔑
め
の
分
類
に
非
ず
し
て
、
各
預
金
の
 
 

型
に
應
じ
て
何
等
か
の
原
珊
を
見
出
さ
ん
と
す
る
の
意
囲
に
出
づ
る
も
の
に
し
て
、
そ
の
努
力
の
一
部
分
は
勿
論
第
一
分
冊
の
中
に
 
 

硯
は
れ
て
は
ゐ
る
が
、
葡
之
が
虞
の
重
要
さ
は
原
著
革
二
巻
償
髄
の
應
用
鞘
論
に
於
て
磯
現
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
 
 

四
 
 
 

第
二
編
は
貸
簡
の
慣
値
の
研
究
に
、
換
言
す
れ
ば
そ
の
意
味
の
分
析
と
そ
の
測
定
の
問
題
に
営
て
ら
れ
て
ゐ
る
。
私
は
此
の
紹
介
 
 

文
に
於
て
既
に
あ
ま
り
の
餞
肯
を
振
つ
た
が
故
に
之
に
つ
き
故
早
詳
述
す
る
こ
と
を
避
け
た
い
。
殊
に
本
編
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
温
 
 

は
多
く
の
新
造
語
を
含
み
、
然
か
も
そ
れ
が
相
互
に
関
連
し
て
ゐ
る
が
故
忙
仙
慶
そ
の
一
つ
を
紹
介
す
れ
ぼ
必
然
他
に
移
ら
ざ
ろ
を
 
 

得
な
く
な
る
と
い
ふ
危
険
を
蔵
す
る
か
ら
で
も
あ
る
。
只
仙
北
に
仙
つ
述
べ
て
置
き
た
い
こ
と
は
、
貨
幣
慣
櫨
の
意
味
に
つ
い
て
ゞ
あ
 
 

る
○
 
 

ケ
イ
ン
ズ
は
次
の
如
く
云
ふ
。
 
 

鬼
頭
氏
揮
「
ケ
イ
ン
ズ
貨
幣
論
」
を
改
む
 
 

（
三
四
五
）
 
七
九
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ヽ＼  

第
七
春
 
希
四
壁
 
 

（
三
四
六
）
 
八
〇
 
 
 

「
人
が
貨
幣
を
保
有
す
る
は
、
そ
れ
白
鰭
の
た
め
で
は
な
く
、
そ
の
購
買
力
ー
即
ち
、
貨
幣
が
購
買
す
べ
き
も
の
1
た
め
で
あ
 
 

る
。
従
つ
て
人
が
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
償
簡
の
軍
使
そ
れ
自
慣
で
は
な
く
、
購
買
力
の
畢
位
で
あ
る
」
と
（
六
五
貫
）
。
 
 
 

叉
云
ふ
、
 
 

ヽ
ヽ
 
 
「
か
く
の
如
く
勘
定
貸
粕
は
購
買
力
の
箪
位
が
依
て
以
て
表
現
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
貨
幣
は
購
買
力
の
軍
位
が
依
て
以
て
保
持
 
 

＿
ヽ
 
さ
れ
る
形
態
で
あ
る
。
滑
費
を
表
は
す
合
成
商
品
の
慣
格
の
指
数
は
、
購
買
力
の
翠
位
が
依
て
以
て
測
定
さ
れ
る
棟
準
で
あ
る
」
と
 
 

（
六
九
貢
）
。
 
 
 

是
に
由
つ
て
是
を
観
る
に
、
勘
定
貨
幣
は
余
が
兜
き
に
暗
示
し
た
る
如
く
同
情
単
位
と
い
ふ
晋
萄
を
以
て
そ
の
意
味
を
倍
へ
得
べ
 
 

き
概
念
で
あ
る
、
之
に
反
し
て
ダ
イ
ン
ズ
が
貨
幣
の
常
任
と
呼
ぶ
も
の
は
、
濁
逸
語
の
G
e
－
d
e
喜
e
i
t
と
い
ふ
言
葉
に
よ
り
誤
り
な
く
 
 

そ
の
意
味
の
俸
へ
ら
飢
る
概
念
で
あ
る
。
尤
も
時
に
は
狗
逸
の
塾
者
自
ら
が
W
e
r
t
e
i
コ
h
e
州
t
と
G
e
l
d
e
喜
e
i
け
と
を
混
同
L
て
使
用
す
 
 

る
が
、
吾
々
は
ゾ
ン
マ
ア
と
共
に
之
を
償
別
し
て
用
ひ
、
ケ
イ
ン
ズ
の
上
述
の
寝
別
に
應
す
る
も
の
と
し
た
な
ら
ば
よ
い
と
思
ふ
義
 
 

満
 
慣
借
畢
位
の
研
究
 
商
工
経
済
研
究
 
四
ノ
三
 
盆
正
員
参
照
）
。
 
 

五
 
 

最
後
は
自
分
は
詳
者
に
封
し
て
、
望
筍
の
思
を
以
て
二
三
の
希
望
を
述
べ
た
い
。
 
 
 

第
側
に
薄
着
は
往
々
に
し
て
他
の
評
者
に
見
る
如
く
章
節
の
句
切
り
を
原
文
通
り
に
な
さ
ん
と
す
る
の
徒
労
を
犯
か
さ
れ
て
は
ゐ
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な
い
、
併
し
瑚
詩
の
態
度
あ
ま
り
慎
重
な
る
蔑
め
、
繹
撃
の
硝
硬
直
せ
る
と
こ
ろ
あ
る
を
覚
え
る
。
従
つ
て
苦
し
そ
れ
が
原
文
の
俵
 
 

に
て
潜
入
の
眼
前
に
太
さ
れ
た
な
ら
ば
理
解
さ
る
べ
き
章
句
も
凄
ま
り
息
蜜
な
る
朝
露
の
馬
め
に
そ
の
尿
意
を
捏
み
得
な
い
箇
魔
の
 
 

二
≡
あ
つ
た
こ
と
に
気
付
い
た
。
叉
時
に
は
鐸
文
を
日
本
史
と
L
て
見
ず
、
日
本
文
字
に
て
書
か
れ
た
る
英
文
と
し
て
み
る
と
き
初
 
 

め
て
倉
侍
し
得
る
様
な
箇
虚
も
ー
二
は
あ
つ
た
（
以
上
に
相
質
す
る
例
は
三
一
〇
貫
五
行
目
以
下
二
行
、
三
二
頁
十
行
目
以
下
三
行
、
 
 

ニ
元
頁
三
行
目
以
下
三
行
等
）
。
嚇
澤
の
態
度
は
、
薄
着
そ
の
人
の
番
人
に
も
由
り
、
叉
原
書
の
内
容
、
輿
間
的
慣
値
等
に
よ
つ
て
も
 
 

興
る
べ
き
で
あ
り
、
此
の
鮎
に
於
て
ケ
イ
ン
ズ
貸
髄
論
の
如
き
は
嘲
繹
の
最
も
困
難
な
る
も
の
1
仙
つ
で
あ
ら
う
、
従
っ
て
か
1
る
 
 
 

希
望
は
或
は
無
理
か
も
知
れ
ぬ
が
、
今
少
し
く
繹
攣
の
園
緒
良
在
な
る
所
用
が
望
ま
し
い
。
 
 

第
二
に
澤
文
中
原
語
の
挿
入
が
極
度
に
制
限
さ
れ
て
ゐ
る
か
に
見
え
る
。
之
は
勿
論
自
信
の
あ
る
詩
文
と
し
て
常
然
の
事
で
あ
る
 
 

か
も
知
れ
な
い
が
、
併
し
読
む
者
の
立
場
に
立
っ
て
見
た
と
き
、
然
か
も
手
許
に
原
書
の
な
き
時
、
特
別
な
る
用
語
に
つ
き
て
は
勿
 
 

論
、
邦
語
に
於
て
使
ひ
憤
れ
な
い
字
句
な
ど
に
就
い
て
は
そ
の
原
語
を
知
り
、
そ
の
虞
意
を
覚
り
庇
い
希
望
が
あ
る
、
此
の
初
歩
的
 
 

で
は
あ
ら
う
が
、
併
し
究
畢
的
で
あ
る
希
望
の
馬
め
に
今
少
し
く
多
く
の
原
語
の
挿
入
が
望
ま
し
い
。
例
へ
ぼ
記
述
（
ロ
e
s
c
r
豆
…
○
コ
）
 
 
 

の
如
き
、
責
任
の
被
受
容
的
解
除
 
（
a
c
c
e
p
t
a
芝
e
d
i
s
c
h
a
r
笥
○
〓
訂
b
i
ニ
什
y
）
 
の
如
き
、
之
で
あ
る
。
併
し
こ
の
後
者
の
例
を
か
く
直
 
 

諜
風
に
せ
す
詮
明
的
に
繹
し
、
以
て
原
語
の
挿
入
を
供
た
す
し
て
尿
意
を
侍
へ
得
る
方
法
も
と
り
得
る
。
 
 
 

第
三
に
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
、
繹
文
中
常
に
之
を
片
恨
名
書
き
に
し
、
そ
の
原
名
が
挿
入
さ
れ
て
ゐ
な
い
、
併
し
之
を
す
べ
て
 
 

の
場
合
に
片
侶
名
寄
き
と
原
名
と
併
記
す
る
こ
と
は
そ
の
繋
に
堪
え
ぬ
こ
と
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
初
め
て
或
は
れ
た
人
名
な
ど
忙
 
 

●  

勉
頒
氏
繹
「
ケ
イ
ン
ズ
貨
幣
論
」
を
謹
む
 
 

（
≡
四
七
）
 
八
一
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第
七
巻
 
発
由
渋
 
 

（
三
四
八
）
 
八
こ
 
 

付
い
て
は
雨
着
を
併
記
さ
れ
た
方
が
読
む
者
に
と
り
便
宜
で
あ
る
。
殊
佗
F
訂
e
t
w
0
0
d
や
G
草
の
如
く
吾
人
が
親
し
み
の
少
い
人
物
 
 

な
ど
に
つ
き
そ
の
感
を
撞
く
す
る
。
尤
も
之
等
の
名
稗
は
索
引
を
使
用
す
れ
ぼ
直
ち
に
そ
の
原
名
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
が
、
読
者
 
 

が
そ
の
努
を
省
き
縛
る
馬
め
に
伺
之
を
韻
文
中
へ
の
挿
入
し
た
が
よ
く
は
な
い
か
と
思
ふ
。
 
 
 

第
洞
に
評
者
は
引
用
番
目
並
に
そ
の
著
者
に
つ
き
重
に
詩
文
中
註
の
箇
虚
に
於
て
、
著
者
名
並
に
難
誌
名
は
片
恨
名
昏
き
し
、
軍
 
 

行
水
書
名
又
は
論
文
の
題
目
は
邦
語
に
浮
出
し
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
の
原
名
は
】
結
し
て
一
五
五
－
叫
芥
八
頁
の
魔
に
掲
 
 

げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
之
も
詩
文
中
に
併
記
さ
れ
た
な
ら
ば
教
育
的
慣
値
が
二
盾
大
で
は
な
い
か
と
自
分
に
は
思
は
れ
る
。
 
 
 

以
上
第
二
に
よ
り
第
四
に
壷
る
迄
の
寮
は
全
く
原
語
又
は
原
女
の
挿
入
の
寄
に
関
し
て
ゐ
る
。
併
し
余
の
提
出
す
る
が
如
き
希
望
 
 

を
容
れ
る
と
す
れ
ぼ
紙
面
は
租
不
照
裁
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
之
は
恐
ら
く
鬼
頭
君
と
し
て
は
琴
へ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
か
も
 
 

知
れ
ぬ
の
鬼
頭
君
は
そ
の
兄
弟
の
一
人
は
轟
家
を
有
し
、
叉
自
ら
審
美
約
数
繹
が
豊
か
で
あ
る
。
こ
の
鬼
頭
君
が
紙
面
の
莱
的
で
あ
 
 

る
こ
之
に
如
何
に
苦
心
L
て
ゐ
る
か
は
想
像
に
散
り
あ
る
。
．
況
し
て
や
紙
面
の
美
的
慣
値
を
大
な
ら
も
め
ん
と
す
る
こ
と
は
高
塩
好
 
 
 

士
自
ら
の
趣
味
性
で
も
あ
る
に
お
い
て
を
や
。
と
に
角
此
の
鮎
に
於
け
る
諸
寄
の
隠
れ
た
る
努
力
は
、
十
数
馬
字
を
成
す
る
。
こ
の
 

鐸
番
の
中
に
叫
字
と
し
て
滅
字
の
な
き
こ
と
に
よ
つ
て
も
窺
ひ
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
併
し
余
が
発
き
に
述
べ
た
る
が
如
き
配
宇
土
 
 

の
希
望
は
必
ず
も
鬼
頭
君
の
趣
味
性
を
傲
ふ
こ
と
な
く
し
て
適
せ
ら
れ
争
緯
度
の
亀
の
で
は
な
か
ら
う
か
1
 
 

・
第
五
に
接
摸
法
の
浮
出
に
は
自
他
共
に
困
難
を
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
澤
著
の
如
き
は
大
部
分
そ
の
困
難
を
制
服
さ
れ
て
 
 

ゐ
る
戌
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
自
分
は
鬼
頭
君
が
荷
ふ
隊
此
の
方
面
忙
放
て
浮
華
の
妙
を
振
は
れ
、
原
文
の
臭
ひ
を
叫
盾
よ
く
俸
へ
ち
 
 
 

●  
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れ
ん
寄
を
切
望
し
た
い
。
 
 
 

と
ま
れ
吾
囲
出
版
界
忙
於
て
際
物
全
盛
の
こ
の
時
代
に
、
誠
に
畢
問
的
に
し
て
不
朽
な
る
名
著
が
澤
出
さ
れ
た
こ
と
は
蜜
に
慶
賀
 
 

に
堪
え
ぬ
。
而
し
て
吾
人
は
こ
の
時
こ
の
難
事
業
む
敢
然
と
し
て
己
が
身
に
引
受
け
た
鬼
頭
君
の
串
間
的
精
進
を
思
ふ
に
つ
け
、
他
 
 

方
苦
闘
読
書
鳳
が
叉
そ
の
澤
書
を
愛
読
し
て
そ
の
労
に
報
ゆ
る
の
垂
務
あ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
。
更
に
繹
書
は
未
だ
第
一
分
冊
を
出
 
 

し
た
の
み
で
あ
る
。
鬼
頭
君
の
預
定
に
よ
れ
ば
確
り
を
四
分
冊
と
な
し
順
次
議
書
界
に
遮
り
出
す
つ
も
り
で
あ
る
。
前
途
倒
洋
然
た
 
 

り
、
畢
界
の
薦
め
鬼
朗
君
の
健
靡
を
折
っ
て
や
ま
な
い
。
（
八
・
二
四
）
 
 

鬼
頭
氏
浮
「
ケ
イ
ン
ズ
貨
幣
論
」
を
改
む
 
 

⊇
一
四
九
）
 
八
三
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